
幼児体育に関する研究 (No。 1)

―幼児の運動の トンーニングについて一

1研 究 目 的

18世紀の半ばに始まった産業革命は,人間社会の生活様式,社会形態を著し

く変えてきたし,ま た急速な形で変えつつある。第一次大戦,第二次大戦は,

その上に拍車をかけ,あ らゆる学問の上にも変化をもたらした。現代社会は

産業革命のある時期における帰結の時であるといってよかろう。産業革命に

影響せられ,現代を特質づけると考えられる事柄は少くないが,中でも体力

つくりの問題ほど重要視されつつあるものは少くないだろう。現代に生きる

子どもたちが, これからのめまぐるしい情報化社会に向って,積極的な構え

で適応していくためにはどうしても,た くましいからだと,健全な精神とを

合わせ持っていなければならない。そのために最近,学校などでも体力つく

りが活発に進められるようになった。そして幼児の領域においてもこの問題

がとりあげられ始めている。「学生・生徒の健康管理に関する調査と題して

13報 まで発表を行ってきたが,そのたびごとに幼児の領域でのこうした研究

の重要さを感じていた。幼児の体力つくりと同じように幼児体育は重要であ

ることを認めながらも,それに関しての科学的研究は進んでいない現状であ

る。幼児体育に関する研究の文献は数が大へんに少く特殊な研究に限定され

ている。しかし勝部,原田,後藤,3)は幼児の運動の練習結果を発表してい

るし,山川純
4)5)は
運動速度の練習効果を測定している。森国太郎

6)は
ボ_

ル投げ・まりつき・立巾とびについて練習効果を調べている。しかしながら

これらの研究は,大人の体カテスト,運動能カテストの単純化,小型化,に

英谷水
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とどまっているようである。そこで幼児のテストについての信頼度からテス

トはできるだけかんたんにすること,テ ストに要する時間を短かくすること,

などを考慮に入れて,幼児の運動能カテストの作成にとりかかった。

次の段階では幼児の体格,運動機能に対する人間形成の年令的発達強化段

階の研究をした。このふたつの研究結果により幼児においてはいつごろから,

何を練習させることがもっとも効果があるか,と いうことを明らかにしよう

としたものである。この研究は水谷が昭和43年 4月 より進めてきた幼児の体

力つくりの研究の一環をなすものである。すでに発表してきた,

体育の嫌いな子どものためのキャンプその 17)

少年体育教室報告書
8)

全国YMCA体 カテスト
9)

母と幼児のための体育教室
10)

尾田,水谷の「幼児の体育あそび」
11)

幼児の体育あそびテキスト
12)

幼稚園の体力つくり
13)

などの内容を考え合せ,幼児の体力つくりのあり方を検討する際の基礎資料

となるであろう。

以上のような研究の目的に従って水谷は次のふたつの発表を試みた。

1)幼児の運動能カテストの作成

2)幼児の運動機能に対する人間形成の年令的発達強化段階表の作成

研 究 方 法

幼児の運動能カテス ト

幼児の運動能力調べでは全国的に統一されたものはなく,幼稚園教育指導

書
14)を
調べてもそれらは出てこない。重田,田中

15)の

幼児の体育あそびの中

に出てくる幼児の体カテストと自己評価,や兵庫県幼稚園研究会
16)が
発表し
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ている5才児の体カテストにもそれらが出てくるが,いずれも浜1定方法にい

ろいろな問題点が考えられる。すなわち

1)測定方法および種目が大人の体カテストの単純化,小型化に過ぎない。

2)幼稚園の施設,運動場,な どを考えるとどこでもできない。
3)種 目が多すぎて測定に時間がかかり過ぎる。
4)測定器具に費用がかかり過ぎる。
5)種 目,器具,な どから測定後の処理に問題が多すぎる。

などがあげられる。そこで

1)かんたんな測定方法である。
2)いつでも測定できる。
3)場所をとらない。
4)器 具に費用がかからない。
5)測定そのものが幼児の体力つくりである。
6)個人の成長,進歩,がかんたんにわかる。
7)事後処理がかんたんである。
などの諸条件を包合したテストの作成にかかった。

まず昭和44年 4月 特別研究グループを作り, 1年間種目選びを行なった。

グループに加わった幼稚園は次の通りである。

千歳幼稚園     年少 98名  年長127名

神港みどり幼稚園  年少 62名  年長 58名

ひかり幼稚園    年少152名   年長168名

入江幼稚園     年少 74名   年長 76名

鈴蘭台幼稚園    年少 96名   年長 84名
いずれも神戸市内の私立幼稚園で住宅街,商店街,工場街,な ど変化に富

んだ幼稚園を選んだ。年少482名 ,年長513名 に対し, 5月 ,10月 と次の種目

について測定を行ないその記録を持ちよった。

走 力  25m走,20m走

跳 力  垂直跳び,立巾跳び, うさぎ跳び
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投 力  文部省テキストボール投げ,軟式テニスボール投げ

懸 垂  両手懸垂,(時間)両腕身体支持,(時間)

平衡性  片足立ち,棒上片足立ち,めかくし片足立ち,

巧緻性  文部省テキストボールつき,円型内まりつき,ボール置きか

′亀。,

持久力  棒登り,体ささえ,

その結果上記のうち,20m走ではタイムの差がはっきりつかめない, うさ

ぎ跳びは年少組は両足アンバランスなため測定不能,軟式ボール投げではボ

ールの空気圧によって差がつきすぎる,懸垂は時間がかかり過ぎる。同じよ

うに片足立ち,棒上片足立ち,も時間がかかり過ぎる,ボールの置換えは場

所をとりすぎる。などの理由によりそれぞれの種目は削除して,次のような

運動能力調べを作った。

種目は次の通りである。

走 力  25m走

跳 力  垂直跳び

投 カ  ドッチボール投げ

平衡性  めかくし片足立ち

巧緻性  まりつき

持久力  棒登り

運動能力測定方法

イ)25m走 (秒 )

・準備

①25mの直線走路 (2～ 3本 )

②ストップウォッチ (2個 )

③旗および旗台 (2本 )

・方法

①合図係は,出発線の斜前方 lmの ところに立って,「 ヨーイ 0ド ン」

で小旗を上から下におろし,出発合図をする。 (4才児の場合,合図
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係は,走者のうしろに立って,合図と同時に軽く背を押してやっても

よい)                           ・

② タイム係は,出発合図係の旗が,下 りるのをみて,タ イムを入れ,到

着線を胸の線が通過する時,タ イムを切る。

注意

幼児は,到着線近くになると,速度をゆるめる傾向があるから,到着

線の前方 (2～ 3m)の 所に旗を立てておき,「旗まで走りなさい」

と約束をして,走 らせる。 2～ 3人いっしょに走らせる。まわりで応

援させるとよい。                      υ

・記録

出発してから,到着線を通過するときまでの時間を計り,秒で記録す

る。                                 ´

口)垂直跳び (cm)

・準備

① Ocm～ 20cmま でを lcm間隔に目盛りの入った板。

② 被験者は裸足。
・方法

① 板を縦におき壁につけてささえる。
② 左右どちらかの手をあげて壁に横むきに立たせる。

③ 板の Ocmの部分を最高の指に合わせる。

④ 両足をそろえて膝を軽くまげさせて高く跳んで板にさわるように指示

する。

⑤ 中指先に色チョークをつけておく。
0注意

できるだけ壁に近ずけて跳ばせること。二重跳びはさせない。手を振

って反動を利用させるのはよい。

0記録

三回跳ばせ最もよい記録をとる。
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ハ)ボール投げ (m)

・ 準備

① 文部省テキストボール NO.1(2個 )
② 床の上にビニールテープでlm～ 5mまでlmき ざみに線を引く。
(外の場合石灰で)

・方法

① 両足を5cmほ ど開き,両手でボールを頭上から投げさせる。
② 足先を線上に出さないよう注意しておく。
0注意

ボールを床にたたきつけたような投げ方は説明してやりなおさせる。

練習を 1回 させる。

・記録

ボールの落下地点を確めて記録する。

3回投げてよい方を記録する。                 ・

二)めかくし立ち (秒 )

・準備

① めかくしのできるもの。                   J

② ストップウォッチ。 (1個 )
・方法

① 支持足を,ま っすぐに伸ばして,静かに片足を床からはなす。

② 支持足をまげたり,あ げた足が,床にふれないよう注意する。

③ 支持足が動かないよう注意する。
・注意

支持足の足の裏は,は っきりと床に並行につけさせる。全身のバランス

をとるため両手を水平にあげてもよい。

・記録

左右 2回ずつ行なわせ,よい記録をとる。

ホ)ま りつき (回数)
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0準備

① 文部省テキス トボール No。 1

② 30cm直 径の円 (チ ヨークまたはビニールテープ)

・方法

① 両足をそろえて円周の中に立ち片手でボールを床に落してつかせる。

② 足が円周より出ないよう注意をあたえる。
O注意

円周より足が出た場合 (線上はよい)終 りとする。ボールの空気の入れ

具合を考えること。

O記録

まりをついた回数を数える。

へ)棒登り (cm)
。準備

① 3m以 上の直径3。 5cm～ 4.Ocmの棒。

② 棒の 1。 5m,1。 75m,2。 Om,2。 25mの ところにビニールテープでし

るしをつける。

・方法

① 棒の前に立たせ「始め」のあいずで登らせる。
② 両手両足を棒にふれさせて登らせる。
。注意

持久力を必要とするので 1回だけ行なわせる。がまんできなくなるま

でがんばらせるために,言葉で励ましてもよい。

・記録

手の先が棒をしっかり握った時の最高の記録をとる。

このような方法で 2年間かけて,年少 482名 (3才児を除く),年長513名

に対し,運動能力調べを行ないその結果を収録した。次いで散布グラフと標

準偏差を参考として, 6種 目にA,B,C,D,E,の 5段階からなる測定

表を作成した。それが次の表である。
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表 1 運動能力調べ  園児名 ( )性別 ( )年令 ( )組 ( )″

いっぽう昭和44年 10月 から,千歳幼稚園に体育教室を開き,

力を発達させるような トレーニングを開始した。この週 1回 ト

行なってきた集団 (P.G)と トレーニングを行なわない集団

運動能力の比較をまず考えてみた。それには幼児期においてこ

週 1回運動能

レーニングを

(〇 .G)と の

うした体育的
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な トレーニングがどれだけの効果を現わすか,ま たどんな能力の発達にこう

した トレーニングが役立つか,ま た,いつごろからどの運動能力のための ト

レーニングを開始すべきかなどの多くの研究課題が考えられる。

しかし, これらの研究を進める前に,それぞれの運動能力における幼児の

発達段階を「幼稚園教育指導書」
14)「

0才から100才 までの身体づくり」
17)の

中から取り出し,その傾向を調べてみた。それを次にあげる。

1)瞬発力。

第 2図 は立ち巾跳びの発達平均値を示したものである。幼児は跳ぶ運動を

好み,跳ぶ能力が高まると早 く走   第 2図 立ち幅|び年齢別平均値

る能力もこれに伴って高まってく  :発

る。 3才では40cm～ 60cmぐ らい  ‖0

であるが, 4才以後急速に発達し  60
A)て
6才には 3才の 2倍以上跳べ   80

70

るようになる。 男女 の 差 をみる

と, 4才ごろか ら男児が女児より

すぐれてきて年令が進むにつれてこの傾向が著しくなる。なお,走 ってきて

片足で踏み切って跳ぶことができるのは, 5才後半ごろ
B)か
らである。

2)持久力
ぶら下がり続ける,押 し続ける,

第3図 体支持持続時間年齢別平均値
秒

男女の差をみると男児は4才後半か

年令が進むに従ってこの傾向が著しくな

跳び続ける,よ じ登るなどの運動を続け

る能力は,筋の持久力や呼吸・循環

器系の働きによるものである。第 3

図は両腕で身体を支持し続ける時間

の平均値を示したものである。 3才

ごろまでは数秒ぐらいしか支持でき

なし(が ,五 才以後の発達は著しい
C)。

4  4  5  5  6  6歳

ら
D)女
児を うわまわるようになり,
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る。筋の持久力は運動に対する興味が強くなるに従って増してくる。だから

これに伴って個人差も著しくなってくる。

3)調整力

イ)平衡性

第 4図は棒の上に片足で立つ能力の発達平均値を示したものである。わず

第 4図 棒上片足立ち (右)年齢別平均値  か 6カ 月の違いでもその差が著し

く, 5才 ごろまでに急速に発達す

る。
E)男
女の差をみると,女児の

ほうがすぐれていることがみられ

る。バランスをとる能力は個人差

が著しく,運動の経験の多少が影

響
F)す
るから,年長児になるに従

って個人差が大きくなる。幼児期

では支持足の左右差はまだほとんどみられない。きき足が決まるのはおおよ

そ 6才以後
G)で
ぁる。

口)敏捷性

敏速に運動する能力は, 3才児では身体の進む方向を急に変えることはま

だ困難で,身体のバランスを崩しやすい。 4才になると,決められた方向へ

急に向きを変えることができるようになる。水谷
8)の
実験でも3才 0～ 6月

では1.2%, 3才 7～12月 では13.4%,4才 0～ 6月 では32.1%, 4才 7～12

両足連続跳び越し年齢別平均値 月では38.2%H), 5才 0～ 6月 で

は15.0%がその時期に敏捷に方向が

変えられるようになる。

第 5図は小さい木片10個を 50cm

間隔に並べて,そ れを両足をそろえ

つぎつぎに連続して跳び終るまでの

時間の平均値を示したものである。

秒
８
　
７
　
６
　
５
　
４
　
３
　
２
　
０ 40_546…

::50_5｀―!:60_56ュ‖

第 5図

秒

6  6歳
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4才児はまだかなり時間を要するが, I)5才以後の発達は著しい。男女の差

をみると, 4才以後はあまり差がみられない。敏捷性は,感覚機能,神経機

能の発達や知覚のしかたや判断の正確さなどの精神的な面の発達ときわめて

関係が深い。このことはスクーピン
18)(scupin,E。

)の遊びの種類と年令別の

出現の割合 (第 6図 )を見ても証明できる。

ハ)巧級性

運動をする際身体各部の動きを巧みにして運動をなめらかにリズミカルに

する必要がある。この能力はボール遊び,三輪車,なわとび,すべり台,ぶ

らんこなどの技能に関係深い能力といえる (第 7図 )は ソフトボール投げの

第 7図 ソフトボール投げ年齢別平均値  距離の平均値を示したものである。

ボールを遠くへ投げることは,幼児

期では身体の動きを巧みにする能力

に左右されることが多い。 3才ごろ

までは,投 げるというより落とすと

いう感じであるが, 4才 ごろから投
40_546-‖ 50_556-‖ 60_56ュ ::  げるという感じになってくる。

J)男

女差をみると,男児は 5才ごろから急激に発達してくる。
K)こ
れは構え方や

第 6図 遊びの種類と年齢別の出現の割合 (ス クーピンによる)
＼ 種
＼ 類
年 ＼
齢 ＼

0:0
|

0:11

1:0
|

1:5

1:6

|

1:11

2:0
|

2:5

2:6
|

2:11

3:0
|

3:5

3:6
|

3:11

4:0
|

4:5

4:6
|

4:11

5:0
|
5:5

5:6
|

5:11

機能遊戯 82 59 27 10 16

仮作遊戯 26 41 50 55 62 67 25 14

受容遊戯 22 26 18

構成遊戯 22 17 32 24 37 57 64

計 100 100 100 100 100 100 100 100

腕の振り方,投げるタイミングなどの身体の動きを巧みにする能力が著しく
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発達してくるためである。女児は全般に男児より劣っていて 5才以後はその

差が著しくなる。しかし,ま りつきなどでは女児が男児よりすぐれていること

から,身体を巧みにする能力の差は日常の遊びや経験に関連するともいえる。

手腕の運動能力は,全身の動きを巧みにする能力の発達に比例して発達す

るが,全身的な運動能力よりやや遅れて発達する。手腕の運動能力は 4才 ご

ろまではあまり発達しないが,L)5才 ごろから著しく発津し,M)あ るていど

細かな動作をしたり,そ れを続けたりすることができるようになる。これら

は幼児の日常の生活活動と関係が深いが, とくに基本的な生活習慣と密接な

関連をもっていて,すべての動作などに伴って発達することが多い。

以上述べてきた諸項目は幼児の運動能力の一般的発達過程の状態や数値で

ある (〇 .G)

次に〇.Gと P.Gを 比較した実験について述べる。

1)被験者

神戸市須磨区にある商店街,工場街より通っている, 5才児 127名 , 4才

児98名

2)P.Gの 種目および練習方法

5月 第 1週より毎週 1回年少組は午後 1時より

午後 2時まで,年長組は午後 2時 10分より3時20

分まで,年少 1時間,年長 1時間10分の体育教室

を作り,年少 (L)33名 ,年長 lH1 59名 を対象として,

次のような種目の練習を行なう。

イ)サーキット遊び,平衡板,マ ット,は しご,

跳箱,タ イヤなどの組合せによる,敏捷性,巧緻性,持久性を中心とした運

動 (20～ 30分 )

口)マ ット運動,ボール遊び,タ イヤ遊び,パラシュー ト遊び,な どを中心

とした調整力,協調性などを重に考えた運動と,走力,投力,跳力の筋力を

験実

‐
5Y14Y
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おもに考えた運動の組合せによるもの。 (30～ 40分 )

3)測 定時期

第 1回 昭和45年 5月

第 2回  昭和45年 10月

4)測 定方法

前述した 6種目

5)測 定標本
225人中より無作意抽出により年少 (P.G)男 10名女10名 ,(O.G)男
10名女10名 ,年長 (P.G)男 10名女10名 ,(O.G)男 10名女10名を選

び標本とした。

結果と考察

この実験の結果を示したものが表 8である。

表 8  H。 L.

種 目 N
Ｇ
Ｇ
Ｐ
Ｏ
M A B C D E N

P.G
O.G M A B C D E

走 力 20
P.G P.G 10

0。 G 0.G 10

力 20
P.G

20
P.G12 10 11

0.G 0.G

力 20
Po G

20
Po G

0.G
５

一１０

７

一５

1 10

1 12

２

一２ O.G
５

一１０

11

8

８

一１。

１

一２

久力 20
P.G

20
P.G10

O.G O.G
12

10

Z衡性 20
P.G

O.G
20
P.G10 11

0。 G
11

10 13

緻性 20
P.G

O.G

５

一１〇

一５

一１０

10
8

1

５

一３

４

一
３

３

一
３ P.G 510

3
10 2

３

一
１

1 9

6

５

一
１

7

６

一２

２

一
３

５

一４

７

一４ O.G
5
10 ト

2 ２

一７

16

11
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この表から,次のようなことが考察できる。

1)走力,P.Gの L,H,においてはどちらも練習効果が見 られる。とくにH

においては進歩が著しいと判断される。〇.Gは ほとんど5月 ,10月 の差

が見 られない。

2)跳 力,Lの P.Gに やや効果が見られるがHに はあまり見 られない。

3)投力,Lは ほとんどP.Gと O.Gの差はない。Hで は非常に練習効果が

高い。とくにこの年令において,投 げるフォームの指導により,数値は高

くなる。このような点を考えると,走力,跳力,投力のごとき筋力的なも

のは, この年代においては個人差が大きい。とくにフォームの良し悪しに

よって個人差は大きく変わる。練習効果は見 られるとしても他の種目に比

べると,そ の有意差は高くなく,と くにLの年代はこの傾向が強い。した

がって筋力的 トレーニングでは 5才の中頃より発達強化の促進される時期

に合わせて行なうべきでそれもトレーニングそのものよりむしろ走り方の

フォーム,跳び方の要領,投げ方のフォームを重点的に指導するなど,運

動のリズムを含めた調整力の強化に力を入れるべきである。

4)持 久力,Lに おいてはP.G一〇.Gと もほとんど大差はない。Hに おい

ては練習の効果が大きくあらわれる。筋力的持久力と精神的持久力の関係

が強く, とくに幼児においては環境,住宅の位置,兄弟の数,養育する者

の年令,な どに左右されるから,持久力の トレーニングにはそのような点

を考慮に入れて行なうことがのぞましく,ま た練習効果も大きい。

5)平衡性 L,H,と も意志の集中をとくに必要とする。また測定中の環境

条件などの影響を受けやすいため,各個人の測定値の変動が著しい。だか

ら短時間で測定でき環境に支配されないよう,測定をめかくしにして行な

ったのは適切であった。 Lは P.G一〇.Gと もほとんど大差はない。Hに

おいて P.Gが〇.Gに比べ大きな差となってあらわれている。

6)巧緻性においては,Lの P.Gに 練習効果が大きくあらわれているが,

HにおいてはP.G一〇.Gと も同じようである。しかしHはすでに一年間

の トレーニングを行なったあとの結果のためP.G―〇.Gを比べると差は大
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きい。                        ,

7)平衡性,巧級性など運動の神経支配に深い関係のある種目は幼児の年令

においては トレーニングの効果が強くあらわれるからとくに 4才前より多

種目にわたって訓練する必要を認める。

勝部,原田,後藤,3)の析究になこれらのことが述べられている。次に第

8図の数値を表第 9図より第13図 にグラフで示した。

‐
第 9図  L走力 P,G.―O.G.比較 第10図 ・H走力 Po G.一〇.G.の比較

PoG.10/

＼_1、 _
 ヽ｀‐‐___。

.G.10

第12図 Ⅱ跳力 P.G.-0。 G。 の比較第11図 L眼力 P.G.-0.G.比 較
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第15図  L持久力 Po G。 -0。 G.比較 第16図 H持久力P.G。 一〇.G.比較

第13図  L投力P.G。 -0.G.比較 第14図

幼児体育に関する研究 (No.

RG 10

＼
＼

ゃ0.G5

1)

H投力P.G。 -0。 G。 比較

//

第17図  L平衝性 P,G。 一〇.G。 比較 第18図 H平衡性P.G。 -0.G.比較

＼
＼

｀
｀
ヽ     ＼

塩!Q
ヽ
ヽ

/

:::ィ
ア



水 谷 英 三

第19図 L功緻性P.G.-0.G比 較   第20図 H功緻性 P.G.― Oo G。 比較

,0,G.5

/

/′ 0́.G.10

′′
′

パ

運動能力因子として多くがあげられるが,その中でも,筋力,筋持久力,

瞬発筋力,ス ピー ド,身体協調能力,平衡能力などが重要であることを認め

る。これらの諸能力の測定を考え,幼児 4～ 5才の被験者 995名 を対象に運

動能力測定をした。方法としてはもっとも簡単で短時間ででき, しかも器具 ,

場所を多くとらないことに重点をおいて実験的に研究を続けてきた。その結

果13種 目を 6種目にしA,B,C,D,Eの 5段階法を採った。そして 5月 ,10

月の年 2回測定を行ない,幼児の運動能力を父兄に報告するためのカー ドの

作成もこころみた。この結果はたいへん好評である。

昭和44年 10月 に幼児75名 を対象に幼児体育教室を開き, 1週間 1回, 1時

間の運動能カ トレーニングを行なってきた。この研究は昭和45年 5月 ,10月

の測定値をもとにして発表されたものである。 225名 の園児を, トレーニン

グを受けた92名 と残りの 133名 との 2つの集団に分け,その 2つの集団より

さらに年少,年長,各男女10名づつを無作意抽出により,選びだし標本とし

た。

体育教室のグループは希望参加によるものである。そのためか トレーニン

グ開始の時期では一般グループとその測定値は,ほ とんど変わりがなかった

が,その後においては前述のとおりである。この 2つの標本グループは限ら

△
田結



幼児体育に関する研究 (No。 1)

○ ○ ○ ○ ○ × × × × く く く □ □ □ □ □

坦
Ｉ
妹

翻
卿
Ｑ
製
訃

翌
牽
根
Ю
ぺ
抑
抑
掏
側
せ

縦
圏
暉

・
続
躙
肛
歯
暉

狐
憧
壊

・
収
豪

К
ヽ

い
ク
ヽ

一Ｉ
Ｒ
悧
駆
―
↓

Ｒ
燎
盤

斌
憧
Ｏ
最
囲

報
Ｓ

〉
位

縮
　
卜
↑
喘
　
引

縮
著
終
↑
縮
■
■盤

』

迎
謎
ギ
謳
刑
駅
選
ぐ
購
Ｏ
怪
ミ
巨
く
Ю
卜
鞍
足
翠
萎
総
暇

・
糞
低

翠
誕
壊

↑
―
―
―
下
―
‐―
―
―

（コ
論ヽ攣
コ
）ヽ

係
興
↑
係
墨

Ｒ
駅
彗‐糞

車

翠
翠
面
卿

翼
薫
姿

風
誓

居
尽

ぶ
皆

田
涙



水 谷 英 三

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

。
Ю
稔
）

　

翠
纏
椰
暇
＝
□
　
　
風
憧
＝
×

翠
曇
園
畑
＝
く
　
　
徴
ミ
＝
○

煙
襦
駐
Ｏ
中
肥
Ю
む
鵜
足
図
Ｏ
ｕ

ヽ
ヽ
――
―
ヽ
ニ

Ю

卜
鞍
足
使
Ⅸ
脚
噸

―
ヽ
ニ

（づ
ω①Ｑ
∽
）

Ｏ
ａ
Ю
ヽ
Ｎ
郎
ヽ
掏
ヽ
ヽ
‐―

悧
駆
Ｏ
楓
増
魯
暇

測
駆

・
響
緊

総
馴
潔
糾

・
編
卿
Ｏ
Ｅ
Ｒ
艘

（”
①①Ｑ
の
）

即
薫
寒
区
心
に
測
靭
胆

壊
園

・
軽
量
Ｏ
聖個

興
Ｏ
胚

翻
熙
〇
四
卜

・
困
Ｋ

憧
縦
圏
Ｏ
図
Ｓ

６
Ｓ
製
恒

週
終ヽ
鞍
状

豪
区
辻
≪
Ю
ヽ
鞍
せ
選
要
Ｏ
狐
選
狐
邸

Ｒ
≪
北

却
い
や

呉
＝

埋
轟
Ｆ

Ｅ
嗽
畑

Ｒ
悧
駆

当
翠ヽ
゛

中
祀

k_

終

終_



コ6θ 幼児体育に関する研究 (No。 1)

れた地域の幼児たちであり, こんごこの標本数をあらゆる地域の幼児たちよ

り求めてゆくことが必要となろう。そのため水谷は現在,自 川台幼稚園 (団

地内にある郊外の幼稚園)と ,入江幼稚園 (住宅地にある幼稚園)と に昭和

45年 5月 より,体育教室を作 り標本数をふやすよう努力をしている。 この結

論の一般化が, こんごの重要な問題である。また幼児の時期における,運動

能力と知的能力は,その発達に並行 した面があると考え られるし,家庭教育 ,

家庭環境,地域環境,兄弟数,成長段階における疾病など,多 くの相関があ

ると考え られる。 これ らの諸問題を明確にしてゆ くことが大切である。

この研究中水谷は次に示すような表を作成 した。 この資料は,文部省幼稚

園教育指導者,14)コ ロブコフ著,17)0才か ら100才までの身体づ くり,豊 田,

高山,加藤,19)による新育児学,お よび本文にあるA)一 M)な どの資料を

もとに,体格,運動機能に対する人間形成の,年令的発達強化段階を示 した

ものである。 これは形態,生理機能,感覚,運動機能に,分類 して作 りあげ

たもので,学問的に研究されていないものは除いた。 こんご, この表を完成

させることが重要な課題の一つである。
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